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【目 的】末梢神経切断後,脱 分化・増殖 したシュ

ワン細胞が損傷部に遊走 し,細 胞塊がつ くられた

後に切断端から軸索が伸長することが判明してい

る。 この過程に様 々な転写因子やシグナル経路が

関わっているが,シ ュワン細胞がどのような物質

に誘導 され,ど のような物質が分泌 されているの

かは,現 在まで明らかには されていない。一方,

フリーラジカルは 神経細胞の軸索やシナプスに

局在 し,神 経伝達物質 として も働 き,神 経の活動

に伴って合成 ・放出 されている。 しか し,生 体内

の シュワン細胞 でNOが 産生 され るのか,ま た

はどの種類のNOSが 働 くのかは明 らかにされて

いない。

そこで我々は,末 梢神経切断部位でNO環 境

を知 る目的で,マ ウスを用い,免 疫組織化学的に

検討 した 。

【材料および方法】実験動物 はC57BL/6J雄 性

マウスを使用 し,全 身麻酔下に右側坐骨神経を切

断 した。

手術後,1,7,14,21日 後に灌流固定 を行い,

坐骨神経 を採取 し,厚 さ10mmの 凍結切片 を作

製 した。
一次抗体 としてnNOS ,iNOS,eNOS,S100,

PGP9.5を 用い,通 法 に従い免疫組織化学的染色

を行った。

【結 果】nNOSの 発現 は,正 常坐骨神経では

ほとんどみ られなかった。一方,坐 骨神経切断後

1,7日 ではシュワン細胞 にnNOSの 発現がみ

られ,切 断後14,21日 ではシュワン細胞では陰

性 となり,代 わって神経細胞にnNOSの 発現が

認められた。iNOSは 神経切断後1日 で切断端中

枢側に炎症性細胞で陽性反応がみられたが,切 断

後7日 以降は陰性であった。eNOSは,坐 骨神経

切断後1,7日 において切断端中枢側より再生す

る神経組織 中の新生血管に陽性を示 した。

【考 察】末梢神経切断後1,7日 でシュワン細

胞にnNOSの 発現を認めたことか ら,切 断部位

でNOが シュワン細胞の脱分化や増殖 に関与す

る こ とが 考 え られ た。 ま た,切 断 後14日 で

nNOSの 発現がシュワン細胞で消失 し,神 経細

胞に発現が認められたことから軸索の再生の誘導

にもNOが 作用することが考えられた。


